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ヒト左右前頭部に感電極と不感電極を設置し⽿後部を接地して得た電位を⽣体電気増幅器(周波数帯域15〜100Hz)で増幅した。その出⼒を更にバンドパスフィルタ
ー(30〜60Hz)に通し、サーマルドットアレイコーダで記録し観察したが、ニオイを吸気することによる変化は⾁眼上確認できなかった。そこで、A/D変換を通し
てパーソナルコンピューターに取り込んだ。また、⿐前に呼吸ピックアップ⽤サーミスタを付け、呼吸曲線を同時記録した。 
この装置で、⾃然呼吸している被験者の⿐前に嗅素を提⽰した時と嗅素なしの時の電位変化を収集した。吸気時における電位変化を観察すると、前者と後者の差は
⾁眼上は確認できなかったが、⾃⼰相関関数を求めた後、FFTを⾏うと、40Hz前後のピークが認められた。そして、この周波数スペクトルのピークが、ニオイの
ある時の⽅が、無いときより、鋭くなっている傾向があるように思われた。ウサギの研究では、嗅球の脳波はカオスであるとされていることから、我々の観測した
周波数スペクトルのピークの幅の変化は、ニオイによるフラクタル次元の変化を反映した可能性があるが、実験のノイズの可能性もあるため、システムの精度と再
現性の向上が現在の課題である。 
また今後、よりデータの得易い、実験動物による実験を⾏い上記現象の意味を解明してゆく予定である。
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